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□住宅に関する資料等もフリーダイヤルにてご請求下さい。
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一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

　「ハウス・オブ・ザ・イヤー・イン・エレクトリック」主催（財）日本地
域開発センター[主務官庁：国土交通省]において、松下孝建設の「ハ
イブリッド・エコ・ハートＱ」が、昨年度に引き続き、特別賞・地域賞
をＷ受賞、特別賞は大賞に次ぐものとして受賞しました。偏にお施
主様のご協力の賜と衷心より深く感謝申し上げております。

◆20１0年 ： 【ハイブリッド・エコ・ハートＱ】特別賞・地域賞
◆2009年 ： 【ハイブリッド・エコ・ハートＱ】 優秀賞・地域賞

実証展示場
建築決定！

建築概要と断熱仕様の慨案。

　松下孝建設では、近畿大学 建築学部 岩前 篤教授（学部長）に監修して頂
き、鹿児島型の０エネルギーハウスの展示場を建設致します。０エネルギ
ーと言っても、実際には電気料金に反映させて再生可能エネルギー（太陽
光発電等）による電気料金０円の住宅を目指すもので、厳密には０エネル
ギーにはなりません。従って昨今の言い方では、スマートハウスと言いま
す。現在、交渉中ですが、出来れば電気自動車も同時に導入可能な、実際
に住まいとして住んで頂ける実物大のスマートハウスを目指しています。
次号では、更に詳しい報告が出来るものと思いますので、ご期待下さい。

鹿児島型スマートハウス
にご期待下さい。
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▼
福
島
原
子
力
発
電
の
放
射
能
拡

散
問
題
は
、
全
国
各
地
の
放
射
能
不

法
投
棄
の
実
態
を
暴
く
事
態
に
ま
で

発
展
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
放
射
被

害
の
実
態
が
次
々
に
明
ら
か
に
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
低
レ
ベ
ル
で
の
拡

散
は
、
北
は
北
海
道
か
ら
南
は
中
国

地
方
に
ま
で
及
ぶ
、
広
大
な
範
囲
で

あ
る
事
も
判
っ
て
参
り
ま
し
た
。
唯

一
、
放
射
能
事
故
の
被
害
か
ら
免
れ

て
い
る
地
域
は
、
九
州
の
み
と
言
っ

て
い
い
よ
う
で
す
。
ま
た
、
原
子
力

拡
散
事
故
を
踏
ま
え
て
、
原
子
力
に

よ
る
発
電
効
率
は
、
非
常
に
高
額
に

な
り
今
後
の
原
子
力
発
電
の
新
規
設

置
、
並
び
に
増
設
は
、
益
々
難
し
い

も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。
自
分
の
家

で
使
用
す
る
電
力
を
自
家
発
電
す
る

時
代
は
、
急
速

に
近
づ
い
て
い

ま
す
。

　

▼
冬
が
近
く

な
れ
ば
風
向

き
が
変
わ
る
は

ず
の
桜
島
の
降

灰
は
、
よ
う
や
く

市
街
地
か
ら
、
逸

れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
今
度
は
鹿
屋
の
方
が
降
灰

に
悩
ま
さ
れ
ま
す
。
毎
年
の
こ
と
で

す
が
、
季
節
の
移
り
変
わ
り
を
感
じ

ま
す
。

　

▼
第
三
次
補
正
予
算
で
、
震
災
復

興
の
リ
フ
ォ
ー
ム
ポ
イ
ン
ト
制
度
も

決
ま
り
、
現
在
は
第
四
次
補
正
予
算

が
組
ま
れ
て
い
る
状
況
で
す
が
、
住

宅
関
連
予
算
で
は
、
既
築
住
宅
の
リ

フ
ォ
ー
ム
だ
け
で
な
く
、
新
築
の
高

性
能
住
宅
に
も
、
公
的
融
資
の
金
利

優
遇
措
置
な
ど
で
、
予
算
が
付
き
そ

う
な
状
況
で
す
。

一発ゴー！Google・Yahoo!・infoseek・Excite・その他 松下孝建設 検索検索

「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」に

エ
コ
と
ベ
ー
シ
ッ
ク
を
想
定
。

建
材
や
住
宅
設
備
に
も「
ト
ッ
プ

ラ
ン
ナ
ー
基
準
」の
導
入
？

『
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
』に

変
わ
る「
新
基
準
案
」の
骨
子
？

す
。現
在
、
特
例
措
置
に
よ
っ
て
、
高

性
能
住
宅
に
認
め
ら
れ
て
い
る
金
利

引
き
下
げ
期
間
が
20
年
の
も
の
は
、

「
金
利
A
プ
ラ
ン
」、
期
間
が
10
年
の

も
の
は
、「
金
利
Ｂ
プ
ラ
ン
」
と
す
る

予
定
で
あ
る
よ
う
で
す
。補
正
予
算

の
成
立
後
は
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
性
能
と
金
利
優
遇
期
間
と
の
組
み

合
わ
せ
で
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
エ
コ

『
金
利
A
プ
ラ
ン
』・「
フ
ラ
ッ
ト
35

Ｓ
」
エ
コ
『
金
利
Ｂ
プ
ラ
ン
』
の
２
種

類
に
分
け
ら
れ
、「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」

ベ
ー
シ
ッ
ク
の
場
合
も
、「
フ
ラ
ッ
ト

35
Ｓ
」
ベ
ー
シ
ッ
ク
『
金
利
A
プ
ラ

ン
』・『
金
利
Ｂ
プ
ラ
ン
』
に
分
け
ら

れ
る
見
通
し
で
す
。こ
の
様
に
、
現
在

の
「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
は
、
都
合
４
種

類
に
分
け
ら
れ
、
住
宅
の
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
性
能
が
一
層
重
要
性
を
増
し
て

き
ま
す
。公
的
融
資
に
つ
い
て
は
、
補

正
予
算
に
計
上
の
段
階
で
す
か
ら
、

最
終
的
な
決
定
後
に
、
も
う
一
度
、
特

集
記
事
で
お
知
ら
せ
し
た
い
と
思
い

ま
す
。た
だ
、
こ
こ
で
申
し
上
げ
た
い

の
は
、
こ
れ
か
ら
の
住
宅
は
、
耐
久
性

や
耐
震
性
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
省

エ
ネ
性
能
に
も
力
を
入
れ
て
い
か
な

い
と
将
来
に
大
き
な
禍
根
を
残
す
こ

　

住
宅
性
能
を
一
定
程
度
、
担
保
す

る
た
め
に
主
に
家
電
（
エ
コ
・
キ
ュ

ー
ト
や
高
効
率
エ
ア
コ
ン
・
太
陽
光

発
電
・
Ｌ
E
Ｄ
照
明
等
）
を
対
象
に
、

制
定
さ
れ
た
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

準
」で
す
が
、
住
宅
に
採
用
さ
れ
る
住

宅
設
備
に
も
同
様
の
「
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
」
が
導
入
さ
れ
る
気
運
が

出
て
き
ま
し
た
。こ
れ
も
ま
た
国
土

交
通
省
と
経
済
産
業
省
の
補
正
予
算

が
ら
み
で
す
が
、
建
材
や
住
宅
設
備

の
省
エ
ネ
性
能
の
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
を

図
り
、
民
生
用
、
特
に
住
宅
部
門
の
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
化
を
促
進
す
る
の
が
ね

ら
い
で
す
。対
象
と
し
て
検
討
さ
れ

て
い
る
の
は
、断
熱
材
・
浴
槽
・
窓
・

ト
イ
レ
等
で
、
こ
の
様
な
住
宅
設
備

面
か
ら
も
国
を
挙
げ
て
、
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
化
と
脱
炭
素
社
会
の
実
現
を
目

指
し
た
取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま

す
。２
０
２
０
年
ま
で
の
次
世
代
省

エ
ネ
基
準
へ
の
適
合
義
務
化
は
、
待

っ
た
な
し
で
進
行
し
て
い
ま
す
。

い
よ
い
よ
、残
す
と
こ
ろ
後
一
ヶ
月
で
本
年
も
終
了
し
ま
す
。来
年
の
住
宅
着
工
が
ど
の
様
に
な
る
か

そ
の
鍵
を
握
る
第
三
次
補
正
予
算
の
骨
格
が
よ
う
や
く
見
え
て
き
ま
し
た
。

　

公
的
住
宅
資
金
の
供
給
元
で
あ
る

「
住
宅
金
融
支
援
機
構
」
は
、
平
成

23
年
度
の
第
三
次
補
正
予
算
に
金
利

引
き
下
げ
措
置
の
予
算
が
盛
り
込
ま

れ
た
た
め
に
、
現
在
の
「
フ
ラ
ッ
ト

35
Ｓ
」
を
「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
エ
コ

と
「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
ベ
ー
シ
ッ
ク

の
２
種
類
に
分
類
し
、
特
に
省
エ
ネ

効
果
の
あ
る
高
性
能
住
宅
を
「
エ

コ
」
と
認
定
し
て
、
従
来
通
り
の
耐

震
性
や
バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
「
フ
ラ
ッ

ト
35
Ｓ
」
の
認
定
を
受
け
て
い
る
住

宅
に
関
し
て
は
、
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
」

タ
イ
プ
と
し
て
、
住
宅
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
量
に
よ
っ
て
、
住
宅
金
利
の

優
遇
に
差
を
設
け
る
方
針
を
示
し
て

い
ま
す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
に
該

当
す
る
「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
エ
コ
の

場
合
は
、
借
り
入
れ
当
初
（
現
状
0.3

％
）
５
年
間
の
金
利
引
き
下
げ
幅

は
、
１
％
ま
た
は
0.7
％
に
拡
充
。
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
性
能
に
該
当
し
な
い
場

合
は
、
「
フ
ラ
ッ
ト
35
Ｓ
」
ベ
ー
シ

ッ
ク
と
し
て
、
差
別
化
が
計
ら
れ
ま

と
だ
け
は
確
か
な
よ
う
で
す
。

　

現
在
の
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
は
、

１
９
９
９
年
に
制
定
さ
れ
た
「
次
世

代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
が
我
が
国

の
最
高
基
準
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
そ
れ
に
設
備
を
プ
ラ
ス
し
て
高

性
能
化
を
促
進
す
る
基
準
と
し
て

「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基
準
」
が
制
定
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
い
ず
れ
か
の
基

準
を
満
た
す
こ
と
を
条
件
に
、
公
的

融
資
の
利
息
軽
減
や
税
金
の
優
遇
に

よ
り
、
住
宅
の
高
性
能
化
が
計
ら
れ

て
来
た
わ
け
で
す
が
、
２
０
２
０
年

基
準
と
、「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
基

準
」の
違
い
は
、「
次
世
代
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
基
準
」が
Ｑ
値（
熱
損
失
係
数
）や
η

値
（
日
射
取
得
係
数
）
な
ど
の
数
値
基

準
を
設
け
て
躯
体
の
断
熱
性
能
で
規

定
さ
れ
る
の
に
対
し
、「
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
基
準
」は
、
躯
体
の
断
熱
性
能
を

ワ
ン
ラ
ン
ク（
新
省
エ
ネ
基
準
）落
と
し

て
も
、
省
エ
ネ
に
関
連
す
る
太
陽
光

発
電
な
ど
の
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

や
エ
コ
・
キ
ュ
ー
ト
・
高
効
率
エ
ア

コ
ン
等
の
設
備
に
よ
る
総
合
力
で

『
次
世
代
省
エ
ネ
基
準
』は
、

最
低
基
準
で
あ
る
と
い
う
認
識
。

　

国
土
交
通
省
の
目
論
見
は
、
10
年

後
に
、
一
気
に
住
宅
性
能
を「
次
世
代

省
エ
ネ
基
準
」レ
ベ
ル
ま
で
引
き
上
げ

る
事
で
す
が
、
現
状
で
は
、
断
熱
材
の

施
工
法
講
習
会
か
ら
始
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る

よ
う
で
す
。外
観
は
、
同
じ
に
見
え
る

住
宅
の
中
身
が
よ
う
や
く
、
遡
上
に

乗
っ
て
き
ま
し
た
。松
下
孝
建
設
が

求
め
て
き
た
本
物
の
住
宅
性
能
は
、

ド
イ
ツ
と
同
レ
ベ
ル
の
住
宅
性
能
ま

で
可
能
に
し
て
い
ま
す
。そ
の
違
い

は
、
残
念
な
が
ら
、
実
際
に
住
ん
で
い

た
だ
か
な
い
と
、
判
ら
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
に
歯
が
ゆ
さ
を
感
じ
ま
す
。

「
次
世
世
代
省
エ
ネ
基
準
」
の
性
能
を

約
10
％
程
度
上
回
る
よ
う
に
設
計
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
の
「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準
」
の
基
本
性
能
を
「
次
世
代
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
準
」
レ
ベ
ル
に
引
き

上
げ
る
事
が
基
本
と
な
り
ま
す
。そ

の
性
能
に
、
現
在
の「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ

ー
基
準
」に
求
め
ら
れ
て
い
る
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
源
や
高
効
率
住
宅

設
備
を
導
入
し
て
、
基
準
の
第
一
歩

と
な
る
よ
う
で
す
。更
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
よ
う
に
住
宅
性
能
の
評
定
方
法

を
、Ｑ
値
な
ど
に
よ
る
躯
体
の
断
熱

性
能
の
数
値
的
な
判
断
か
ら
、「
冷
暖

房
負
荷
」と
い
う
よ
う
な
、
実
際
に
冷

暖
房
に
使
用
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
量
の

総
計
で
、
住
宅
の
性
能
判
断
を
行
お

う
と
す
る
も
の
で
、
断
熱
材
の
種
類

や
施
工
方
法
も
随
意
に
出
来
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。し
か
し
我
が
国
の
施

工
現
場
の
現
状
で
は
、
ド
イ
ツ
の
パ

ッ
シ
ブ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
民
間
主
導

と
ま
で
は
、
な
か
な
か
行
か
な
い
現

実
が
あ
り
、「
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
基

準
」の
よ
う
に
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
制
度

な
ど
で
実
績
の
あ
る
方
法
で
住
宅
の

高
性
能
化
が
試
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

来
年
度
の
着
工
に
向
け

来
年
度
の
着
工
に
向
け
てて
。。

■建物概要
建 築 地

地域区分

構　　造

敷地面積

建築面積

１階床面積

２階床面積

延床面積

Ｑ値計算用床面積

気　積

鹿児島県鹿児島市

Ⅴ地域

木造（在来軸組構造）

83.32m2

74.23m2

66.26m2

140.14m2

133.80m2

442.62m2

■断熱仕様
部　位 仕　　様 厚　さ 性能値

天井（桁上）

外　壁

外気に
接する床

室内側
外　側

ミラーフォームラムダ＋
吹付け硬質ウレタンフォームA種３

ミラーフォーム・ラムダ
ミラーフォーム・ラムダ

ミラーフォーム・ラムダ

土間床等

開口部（窓）
（玄関ドア）

垂　　直
水　　平
水平部巾
樹脂製＋遮熱低放射複層ガラス (シャノントリプル)
金属製高断熱構造（Ｋ1.5 仕様）

換気扇 熱交換型（顕熱交換）73% 換気回数 0.5/h

1.23
1.74

押出法ポリスチレンフォーム３種
押出法ポリスチレンフォーム３種

150mm

  50mm
100mm

900mm

150mm
    0mm

  30mm
100mm

0.022
0.04
0.022
0.022

0.022

0.028
0.028

熱損失係数（Ｑ値）＝1.24 基準値 2.7 等級４　適

日射取得係数係数（μ値）＝0.036 基準値 0.07 等級４　適

規　　模

　現在まだ、検討中の部分もあり変更する部
分もあります。また、住宅設備機器等に関し
ては、次号でお知らせできるものと考えてい
ます。鹿児島発のスマートハウスを目指して
います。

ゼロ ゼロ

ゼロ

来
年
度
の
着
工
に
向
け

来
年
度
の
着
工
に
向
け
てて
。。

来
年
度
の
着
工
に
向
け
て
。
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松
下
孝
建
設
の「
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
・
エ
コ
・
ハ
ー
ト
Ｑ
」は　

常
に
最
高
水
準
の
高
性
能
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

そ
れ
と
同
時
に
大
切
な
の
は
、
高
性
能
住
宅
環
境
を
守
っ
て
い
く
使
用
木
材
と
の
関
係
で
す
。
前
号
で
は
、
木
材

乾
燥
の
重
要
性
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
木
材
の
「
ヒ
ス
テ
リ
シ
ス
」
現
象
か
ら
、
木
材
の
人
口

乾
燥
の
重
要
性
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

25
【
松
下
孝
建
設
】
の
使
用
木
材

人工乾燥材のヒステリシス効果。人工乾燥材のヒステリシス効果。
全て自然任せが良いと言うものでもありません。
木材乾燥は、人工乾燥が効果的な場合もあります。

を
し
て
頂
き
ま
し
た
。

「
展
示
場
の
場
合
は
、
間
接
照
明
が

き
れ
い
で
、
つ
い
つ
い
女
性
は
、
ほ

の
暗
い
住
宅
に
、
素
敵
だ
と
い
う
感

じ
を
持
ち
ま
す
が
、
実
際
に
生
活
し

て
み
る
と
住
宅
の
明
る
さ
が
と
て
も

大
切
な
こ
と
が
判
り
ま
す
よ
。
こ
の

家
だ
と
洗
濯
物
の
部
屋
干
し
も
可
能

で
す
。
そ
れ
も
こ
の
家
に
住
ん
で
初

め
て
経
験
し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
冬

を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
入

居
し
た
て
の
３
月
の
末
に
も
寒
い
日

が
あ
り
ま
し
た
が
、
エ
ア
コ
ン
で
十

分
暖
か
か
っ
た
の
で
、
エ
ア
コ
ン
で

問
題
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
」
と
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お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

お
元
気
で
す
か
。

「
松
下
孝
建
設
」の
お
施
主
様
に
お
聞
き
し
ま
し
た
。

お
施
主
様
ご
訪
問

お
施
主
様 

Ｋ
邸
（ 

４
人
家
族
）【
建
設
地 

鹿
児
島
い
ち
き
串
木
野
市
】

こ
の
住
宅
を
建
て
ら
れ
て

良
か
っ
た
で
す
か
?

ご
主
人
か
ら
直
接
お
客
様
に
、

話
し
て
頂
き
ま
し
た
。

主
人
の
帰
宅
時
間
が
、
以
前

よ
り
も
早
く
な
り
ま
し
た
。

Ｋ
邸
は
、
い
ち
き
串
木
野
市
の
日
当
た
り
の
良
い
住
宅
で
し
た
。

と
言
わ
な
く
な
り
ま
し
た
ね
。
」
と

奥
様
。

「
確
か
に
、
特
別
に
意
識
し
た
こ
と

は
な
い
の
で
す
が
、
仕
事
が
終
わ
っ

た
ら
一
直
線
で
家
に
帰
っ
て
い
ま
す

ね
。
無
意
識
に
家
の
方
が
何
処
に
い

る
よ
り
も
快
適
だ
と
思
っ
て
い
る
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
家
に
住
ん

で
か
ら
、
家
族
の
関
係
も
親
密
に
な

っ
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
以
前
よ

り
も
、
家
族
み
ん
な
で
過
ご
す
時
間

が
増
え
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
子

供
達
も
と
て
も
喜
ん
で
い
ま
す
。
特

に
家
内
は
、
電
気
料
金
の
検
針
票
を

見
な
が
ら
常
に
驚
き
の
声
を
上
げ
て

い
ま
す
よ
。
９
月
の
あ
の
暑
い
中
で

も
、
オ
ー
ル
電
化
で
８
０
０
０
円
程

度
で
す
か
ら
驚
く
の
も
無
理
が
な
い

と
思
い
ま
す
。
本
当
に
松
下
さ
ん
の

営
業
の
方
が
言
っ
て
い
た
性
能
の
大

切
さ
を
知
り
ま
し
た
。
」
と
ご
主
人
。

　

当
日
は
、
ど
う
し
て
も
実
際
に
お

住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
住
宅
を
見
学

し
な
が
ら
、
お
話
を
聞
き
た
い
と
い

う
お
客
様
か
ら
の
電
話
が
あ
り
、
見

学
さ
せ
て
頂
け
る
か
ど
う
か
お
伺
い

し
ま
し
た
が
、
快
く
見
学
さ
せ
て
頂

け
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

取
材
し
て
い
る
合
間
に
奥
様
か
ら
、

収
納
な
ど
に
つ
い
て
、
こ
の
家
の
特

徴
を
的
確
に
ご
説
明
し
て
頂
き
、
ご

見
学
の
お
客
様
も
、
営
業
マ
ン
に
は

聞
け
な
い
よ
う
な
本
音
の
感
想
を
引

き
出
し
て
い
ま
し
た
。
リ
ビ
ン
グ
の

窓
が
大
き
く
、
日
中
は
主
寝
室
を
除

い
て
、
ど
の
部
屋
に
も
日
差
し
の
明

る
さ
に
満
ち
あ
ふ
れ
て
い
る
住
宅
は
、

お
客
様
に
と
っ
て
も
驚
き
だ
っ
た
よ

う
で
す
。

「
鹿
児
島
の
家
は
、
日
差
し
を
避
け

る
た
め
に
天
井
も
低
く
暗
い
住
宅
が

多
い
ん
で
す
が
、
こ
の
住
宅
は
、
全

く
そ
の
逆
な
ん
で
す
。
こ
の
明
る
さ

で
日
中
は
ほ
と
ん
ど
、
電
気
を
付
け

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
」
と
奥
様
。

お
客
様
の
エ
ア
コ
ン
の
電
気
料
が
大

変
な
の
で
は
？
と
い
う
ご
質
問
に
も
、

「
こ
の
窓
は
、
樹
脂
サ
ッ
シ
で
ガ
ラ

ス
も
特
殊
な
ガ
ラ
ス
で
日
射
を
遮
っ

て
く
れ
ま
す
し
、
紫
外
線
も
遮
断
し

て
く
れ
る
の
で
子
供
た
ち
に
も
安
心

で
す
よ
。
」
と
的
確
な
ア
ド
バ
イ
ス

ど
を
聞
い
て
、
建
て
る
前
に
し
っ
か

り
施
工
店
を
見
定
め
な
い
と
、
大
切

な
住
宅
造
り
に
失
敗
し
て
し
ま
う
事

を
知
り
ま
し
た
。
」
と
ご
主
人
。

奥
様
。
以
前

お
住
ま
い
の

住
宅
と
比
較

し
て
、
こ
の

住
宅
に
ど
の

よ
う
な
感
想

を
お
持
ち
な

の
か
ご
主
人

に
お
訪
ね
し

て
み
ま
し
た
。

「
全
く
比
較
で
き
な
い
で
す
ね
。
大

き
さ
は
、
こ
の
家
よ
り
も
少
し
小
さ

い
と
思
う
の
で
す
が
、
ま
ず
、
結
露

で
大
変
で
し
た
。
ア
ル
ミ
サ
ッ
シ
の

下
は
、
黒
ず
ん
で
い
て
カ
ビ
が
発
生

し
て
い
ま
し
た
が
、
そ
の
家
が
特
別

な
の
で
は
な
く
て
、
こ
れ
は
鹿
児
島

の
家
な
ら
当
た
り
前
な
の
で
し
ょ
う

が
、
子
育
て
に
は
環
境
が
大
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
し
た
か
ら
、
子
供
の
成

長
を
考
え
る
と
早
い
内
に
、
住
宅
を

建
て
た
方
が
良
い
と
家
内
と
話
し
合

っ
て
来
ま
し
た
。
方
々
の
住
宅
見
学

会
に
参
加
し
て
、
初
め
は
、
新
築
し

さ
え
す
れ
ば
、
快
適
な
住
宅
に
な
る

ん
だ
ろ
う
く
ら
い
に
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
見
学
会
場
で
も
様
々
な
匂
い

や
空
気
質
の
微
妙
な
違
い
に
気
が
つ

く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
松
下
さ
ん

の
会
場
で
、
住
宅
性
能
が
家
族
の
健

康
に
も
関
連
し
、
維
持
管
理
費
も
全

く
異
な
る
こ
と
、
さ
ら
に
高
性
能
住

宅
は
税
金
面
で
も
優
遇
さ
れ
る
事
な

木
材
の
繊
維

（
セ
ル
ロ
ー
ズ
）と
水
分
。

日
本
各
地
の
平
衡
含
水
率

（
気
候
値
）と
木
材
乾
燥
。

木
材
乾
燥
の

ヒ
ス
テ
リ
シ
ス

（
履
歴
現
象
）に
つ
い
て
。

②

　

木
材
に
は
、
日
本
各
地
の
気
候
風

土
の
違
い
で
含
む
こ
と
が
出
来
る
水

分
量
が
異
な
る
事
を
お
話
し
致
し
ま

し
た
。
前
回
の
説
明
は
、
概
要
の
説

明
の
た
め
に
文
字
が
多
す
ぎ
ま
し
た

の
で
、
今
回
は
、
出
来
る
だ
け
図
式

で
紹
介
し
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ

う
。
木
材
は
電
子
顕
微
鏡
で
観
察
す

る
と
セ
ル
ロ
ー
ズ
（
繊
維
）
で
出
来

て
い
ま
す
。
そ
の
中
に
水
分
を
取
り

込
ん
で
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
の
水

分
の
抜
き
方
（
乾
燥
方
法
）
で
、
木

の
狂
い
が
生
じ
ま
す
。
左
図
の
木
材

■木材の細胞模式図

◆Aは生材で、木の細胞膜（セルローズ）の袋の中にも水がたまり込んだ状態。
◆Bは木材が乾いていく過程で細胞膜に含まれる水が抜けている状態。
◆Cは木材の細胞を形づくっている木の分子と水がしっかり結合している状態で水
が抜け木の性質が変わる状態。木材が空気の湿度とつり合いのとれた気乾状態と
も言う。（用材としての木が最も安定した水分状態）
◆Dは気乾状態の木材に、さらに熱をかけ乾燥させて木材の中の水分が全くなくなる
状態で、全乾状態。（家具などはこの状態まで乾燥させる）

A  B  C  D

木材の含水率＝
Wo
Wu-Wo

×100％

Wu：乾燥前の水分の含んだ状態の重さ
Wo：乾燥後の水分の全く含まない状態の重さ

■木材の含水率　

結
合
水

自
由
水

細
胞
膜

細
胞
腔

含水率 100% 含水率 50% 含水率 20%

100

100

50

100

20

100

水分
重量

水分
重量

木材
重量

木材
重量

水分重量

木材
重量

細胞核結
合
水

自
由
水 細胞腔

木材と水分

の
細
胞
模
式
図
を
ご
覧
下
さ
い
。

乾
燥
前
の
木
材
は
、
細
胞
（
セ
ル
ロ

ー
ズ
）
の
中
に
水
分
を
持
っ
て
い
ま

す
。
乾
燥
材
と
は
、
Ｃ
の
木
材
と
空

気
の
湿
度
が
釣
り
合
い
の
と
れ
た
状

態
、
気
乾
状
態
に
す
る
事
を
言
い
ま

す
。
木
材
の
含
水
率
に
つ
い
て
も
、

理
屈
的
に
は
、
木
材
に
含
ま
れ
る
水

分
量
の
こ
と
だ
ろ
う
と
、
何
と
な
く

分
か
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も

下
図
に
示
し
た
と
お
り
、
図
式
化
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
分
か
り
易
く
な
り

ま
す
。

　

木
材
の
含
水
率
に
つ
い
て
、
も
う

一
度
定
義
し
て
お
き
ま
す
と
「
木
を

乾
燥
さ
せ
て
水
分
を
追
い
出
し
、
木

材
の
目
方
が
減
ら
な
く
な
っ
た
時
の

木
の
重
さ
と
、
乾
か
す
前
の
水
分
を

含
ん
だ
木
の
重
さ
と

の
差
が
水
分
重
量
と

な
り
、
木
の
重
さ
に

対
す
る
こ
の
「
水
分

の
重
さ
の
比
率
を
木

材
の
含
水
率
」
と
い

い
ま
す
。
下
図
で
も

分
か
る
よ
う
に
、
木

材
重
量
そ
の
も
の
は
、

木
材
の
乾
燥
状
態
に

関
係
な
く
、
常
に

１
０
０
％
に
な
り
ま

す
。
木
を
乾
燥
さ
せ

て
水
分
を
追
い
出
し
、

木
材
の
目
方
が
減
ら

な
く
な
っ
た
と
き
の

木
の
重
さ
と
、
乾
か

す
前
の
水
分
を
含
ん

だ
木
の
重
さ
と
の
差

が
水
分
重
量
で
す
。

木
の
重
さ
に
対
す
る

水
分
の
重
さ
の
比
率

を
木
材
の
含
水
率
と

言
う
わ
け
で
す
。

木
材
含
水
率
の
計
算
式
は
左
の
通
り

で
す
。
木
材
の
乾
燥
な
ど
、
伐
採
し

て
し
ま
え
ば
、

乾
燥
が
始
ま

り
、
2
〜
3

年
も
す
れ
ば

自
然
乾
燥
が

有
効
に
働
い

て
、
自
然
に

用
材
に
な
り

そ
う
で
す
が
、

実
際
に
は
、

そ
ん
な
に
単

純
で
は
な
い

こ
と
が
ご
理

解
頂
け
る
の

で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？ 

　

平
衡
含
水
率
と
は
、
木
と

空
気
中
の
水
分
と
の
つ
り
あ

い
の
こ
と
で
、
あ
る
温
度
と

湿
度
の
も
と
で
、
水
が
出
入

り
し
な
く
な
る
状
態
の
木
材

の
含
水
率
の
こ
と
を
い
い
ま

す
。
下
図
は
、
各
地
域
の
平

衡
含
水
率
の
最
高
値
、
最
低

値
の
年
間
平
均
値
を
表
し
た

も
の
で
す
。
こ
の
図
か
ら
も

地
域
特
有
の
気
候
風
土
が
木

に
及
ぼ
す
影
響
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
平
衡
含
水
率
を
考

え
て
み
て
も
、
住
宅
は
造
り

手
が
建
築
場
所
の
気
候
風
土

を
知
り
つ
く
し
、
考
慮
さ
れ

て
建
て
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、

全
国
一
律
の
基
準
で
建
て
ら

れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
い
事

が
ご
理
解
頂
け
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
住
宅
の
用
材
に

つ
い
て
も
地
元
材
の
有
効
性
、

地
産
地
消
の
重
要
性
が
ご
理

解
出
来
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

前
月
号
で
は
、
木
材
乾
燥
の
ヒ
ス

テ
リ
シ
ス
（
履
歴
現
象
）
を
述
べ
る

前
に
紙
面
が
尽
き
ま
し
た
。
ヒ
ス
テ

リ
シ
ス
と
は
、
平
衡
含
水
率
が
15
％

の
空
気
条
件
下
に
、
生
材
と
15
％
よ

り
も
低
い
含
水
率
に
乾
燥
さ
せ
た
人

工
乾
燥
材
と
を
同
時
に
放
置
す
る
と
、

生
材
は
乾
燥
し
な
が
ら
、
人
工
乾
燥

材
は
逆
に
吸
湿
し
な
が
ら
、
互
い
に

含
水
率
15
％
の
値
に
近
づ
い
て
い
き

ま
す
。
し
か
し
、
生
材
と
人
工
乾
燥

材
双
方
の
含
水
率
は
決
し
て
一
致
せ

ず
、
最
終
的
に
は
生
材
の
平
衡
含
水

率
は
人
工
乾
燥
材
よ
り
も
２
〜
３
％

程
度
高
い
値
で
安
定
し
ま
す
。
同
一

条
件
下
で
は
、
人
工
乾
燥
し
た
木
材

の
方
が
天
然
乾
燥
し
た
木
材
よ
り
も
、

常
に
平
衡
含
水
率
が
低
く
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
象
を
水
分
の
ヒ
ス
テ

リ
シ
ス
（
履
歴
現
象
）
と
い
い
ま
す
。

人
工
乾
燥
で
、
天
然
乾
燥
で
は
到
達

で
き
な
い
低
含
水
率
に
木
材
を
乾
燥

さ
せ
る
の
は
、
木
材
の
ヒ
ス
テ
リ
シ

ス
効
果
を
利
用
し
て
、
長
期
間
に
わ

た
り
高
い
寸
法
安
定
性
を
保
つ
技
術

で
も
あ
る
の
で
す
。

「
デ
ザ
イ
ン
的
に
も
良
く
計
算
さ
れ

て
い
て
、
と
て
も
使
い
や
す
い
住
宅

に
満
足
し
て
い
ま
す
。
友
達
か
ら
は
、

展
示
場
の
よ
う
な
素
敵
な
住
宅
だ
ね
。

と
言
わ
れ
ま
す
。
」
と
奥
様
。

　

突
然
の
見
学
者
を
同
行
し
て
の
取

材
で
し
た
が
、
全
く
嫌
な
顔
も
さ
れ

ず
、
快
く
お
話
を
お
聞
か
せ
頂
き
ま

し
た
。
見
学
さ
れ
た
お
客
様
も
、
お

二
人
か
ら
お
聞
き
し
た
ご
意
見
を
参

考
に
、
素
敵
な
住
宅
を
建
て
ら
れ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
お
子
様
を
親
元
に

預
か
っ
て
頂
い
た
お
気
遣
い
に
、
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

Ｋ邸外観

ご説明をするご主人

ご夫妻
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気
候
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平
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含
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1.2月

7月
9月

3月

1月

7月

12月

4月 4月

1月

3月

9月

1.2月

7月 11月

4.5月

11月

4.5月
4月

7月

7月
7月 7月

7月

4月2.3.4月
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年平均気候値
平衡含水率
15.2％（138個所平均）

■日本各地の平衡含水率（中の点線は年間平均値）

　

Ｋ
邸
は
、
奥
様
と
ご
主
人
、
そ
れ

に
３
歳
と
２
歳
の
お
子
様
と
の
４
人

家
族
で
す
。
本
年
４
月
末
に
完
成
さ

れ
た
住
宅
で
、
暑
い
夏
を
乗
り
切
り

こ
れ
か
ら
来
る
冬
の
体
験
が
待
ち
遠

し
い
と
話
さ
れ
る
、
ご
主
人
と
奥
様

に
お
話
を
伺
っ
て
参
り
ま
し
た
。

「
今
年
は
こ
の
住
宅
に
住
ん
で
初
め

て
の
夏
で
し
た
が
、
こ
の
夏
は
、
特

に
暑
か
っ
た
は
ず
な
の
に
、
と
て
も

快
適
に
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

住
宅
の
違
い
が
こ
ん
な
に
快
適
性
に

関
係
が
あ
る
な
ん
て
、
本
当
な
ん
だ

と
実
感
し
ま
し
た
。」と

奥
様
。

「
何
よ
り
も
良
か
っ

た
と
思
う
の
は
、
主

人
の
帰
宅
時
間
が
以

前
よ
り
も
早
く
な
っ

た
よ
う
な
気
が
す
る

事
で
す
。
疲
れ
て
い

る
と
思
う
の
に
、
リ

ビ
ン
グ
の
ソ
フ
ァ
ー

で
く
つ
ろ
い
で
い
る

感
じ
が
、
和
や
か
に

本
当
に
く
つ
ろ
い
で

い
る
よ
う
で
、
こ
の

家
は
主
人
に
、
と
て

も
マ
ッ
チ
し
て
い
る

と
思
え
ま
す
。
夏
な

ん
か
は
、
以
前
の
住

宅
だ
と
暑
い
暑
い
の

連
発
で
し
た
が
、
こ

の
家
で
は
、
快
適
性

を
実
感
し
て
い
る
よ

う
で
、
あ
ま
り
暑
い


